
令和６年３月第２回神石高原町議会定例会

３月定例会は、４日（月）から２３１日（木）まで開かれ、令和６年度各会計当初予算、令和５年度各会計

補正予算、子ども医療費支給条例の一部改正など１０２議案を審議し、原案のとおり可決しました。

【条例制定及び一部改正の主なもの】

＜町職員の育休条例の一部改正＞ 議案第４号

〇会計年度任用職員を支給対象とした。

＜非常勤特別職の報酬費用弁償条例の一部改正＞ 議案第５号

○非常勤特別職に「教育行政施策策定委員会委員」を加えるため。

⇒６０００円/日額。

＜町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業利用者負担額条例の一部改正＞ 議案第６号

〇町立保育所の保育料及び認定こども園どんぐり幼稚園の利用者負担額を免除する。

※令和６年４月１日より実施。（当分の間）

  

＜町乳幼児医療費支給条例の一部改正＞ 議案第７号

○医療費の一部負担金（自己負担金）を無料とする。

＊入通院 ５００円/一日 ⇒「無料」。

＜町ひとり親家庭等医療費支給条例の一部改正＞ 議案第８号

○医療費の一部負担金（自己負担金）を無料とする。

＊入通院 ５００円/一日 ⇒「無料」。

＜町神石高原こども医療費支給条例の一部改正＞ 議案第９号

○医療費の一部負担金（自己負担金）を無料とする。

＊入通院 ５００円/一日 ⇒「無料」。

＜町介護保険条例の一部改正＞ 議案第１０号

〇令和６年度以降のサービス需要料等の推計結果により、介護保険料基準額を改定する。

＊現行（８期）６，１６０円/月⇒次期（９期）６，３５０円

〇第１号保険料の多段階化を行い、低所得者層の段階を新たに設定し基準額に呈する割合を軽減する。

＊現行（８期） １１段階⇒次期（９期） １４段階

月額 年額

第１段階
0.455
(0.285)

2,889
(1,810)

34,668
(21,720)

第２段階
0.685
(0.485)

4,350
(3,080)

52,200
(3,6960)

第３段階
0.69

(0.685)
4,382
(4,350)

52,584
(52,200)

第４段階 0.9 5,715 68,580

第５段階
世帯の誰か住民税課税、本人非課税、第４
段階以外

1.0
(基準額)

6,350 76,200

第６段階
本人住民課税
前年合計所得金額　60万未満.

1.1 6,985 83,820

第７段階
本人住民課税
前年合計所得金額　60万以上120万未満

1.2 7,620 91,440

第８段階
本人住民課税
前年合計所得金額　120万以上210万未満

1.3 8,255 99,060

第９段階
本人住民課税

前年合計所得金額　210万以上320万未満
1.5 9,525 114,300

第１０段階
本人住民課税

前年合計所得金額　320万以上420万未満
1.7 10,795 129,540

第１１段階
本人住民課税

前年合計所得金額　420万以上520万未満
1.9 12,065 144,780

第１２段階
本人住民課税

前年合計所得金額520万以上620万未満
2.1 13,335 160,020

第１３段階
本人住民課税
前年合計所得金額620万以上720万未満

2.3 14,605 175,260

第１４段階
本人住民課税
前年合計所得金額　720万以上

2.4 15,240 182,880

所得金額 対象者
所得基準に

対する割合

第９期保険料（円）

所得段階別第１号被保険者保険料



＜町国民健康保険条例の一部改正＞ 議案第１１号

○被保険者間の税負担の公平性の確保、中低所得層の負担軽減を図る。

＊国保税の基礎課税額に係る課税限度額、後期高齢者支援金課税額に係る課税限度額の見直し。

＜町税条例の一部改正＞ 議案第１２号

○特定非営利活動促進法により特定非営利活動法人の健全発展を促進するため、町民税の減免対象と

する。⇒特定非営利活動促進法に規定する法人で収益事業を行わないものを対象とする。

＜町地域情報通信基盤整備事業分担金徴収条例の一部改正＞ 議案第１３号

○かがやきネットへの加入時の負担を軽減し加入を促進します。

＊追加措置として、「公共施設、班等の集会施設」「一般家庭増設分」「一般事業所」における加入分担金

５０，０００円、工事分担金（実費）を無料とする。

＜町工場等設置奨励条例の一部改正＞ 議案第１４号

○製造業、電気業、運輸業、通信業、卸売業、金融業、保険業、サービス業を行うための家屋、償却資産、

当該土地の設置を行う場合、投下資金総額が規則で定める金額以上である場合、支援金を交付します。

＜町企業誘致対策審議会設置条例の一部改正＞ 議案第１５号

〇企業誘致事務を「産業課」に集約する。

＊未来創造課・政策企画課・産業課⇒「産業課」

＜町油木地域交流拠点施設設置管理条例の制定＞ 議案第１６号

〇地域資源を生かした活力ある産業と交流のまちづくりの推進を図るため定める。

＊「名称」＝神石高原町油木地域交流拠点施設

＊「場所」＝神石高原町油木乙１９８３番地２

＜町地域産業振興施設設置管理条例の一部改正＞ 議案第１７号

〇ふるさと活性化センター（１８２ステーション）と、おいでんしゃあ油木百彩館施設の廃止に伴い、関係す

る規定の改正です。

①ふるさと活性化センター電気自動車用倍速充電器の廃止に伴う使用料既定の抹消

新たな急速充電子の使用料は無償とする。

②おいでんしゃあ油木百彩館廃止による関係規定の廃止。

＜町クリーンセンター神石設置管理条例の一部改正＞ 議案第１９号

〇可燃ごみの固形燃料化の停止し、福山市へ運搬・処理する方法に変更するために改正する。

＊「ごみ固形燃料化に関する事」⇒「一般廃棄物の積み替えに関する事」

Ⅰ、 国民健康保険税率の改正 Ⅱ、国民健康保険税の課税限度額の引き上げ

［現行］税率 ［改正後］税率 増　減 現行 改正後 差額

所得割 6.70% 所得割 7.50% 0.80% 基礎課税額 65万円 65万円 -

均等割 27,300円 均等割 29,600円 2,300円 後期高齢者支援金等課税額（支援分） 22万円 24万円 2万円

平等割 18,600円 平等割 20,600円 2,000円 介護納付金課税額（介護分） 17万円 17万円 -

所得割 2.40% 所得割 2.85% 0.45% 合計 104万円 106万円 2万円

均等割 8,600円 均等割 9,200円 600円

平等割 6,500円 平等割 7,600円 1,100円

所得割 2.00% 所得割 2.00% （据え置き）

均等割 9,300円 均等割 9,300円 （据え置き）

平等割 5,000円 平等割 5,000円 （据え置き）

Ⅲ、国民健康保険税の軽減の拡充（所得による軽減）

７割軽減

５割軽減

２割軽減

医療 医療

支援 支援

介護 介護

43万円+10万円×給与所得者の数-1

43万円+29.5万円×被保険者数
+10万円×（給与所得者の数-1）

43万円+54.5万円×被保険者数

+10万円×（給与所得者の数-1）

現行

43万円+10万円
×給与所得者の数-1

43万円+29万円×被保険者数
+10万円×（給与所得者の数-1）

43万円+53.5万円×被保険者数
+10万円×（給与所得者の数-1）

改正後



＜町学校給食共同調理場施設設置管理条例の一部改正＞ 議案第２０号

〇豊松学校給食調理場と三和給食共同調理場の統合

＊「名称」＝神石高原町学校給食センター

＊「場所」＝神石高原町小畠１８９５番地１、下豊松５３２３番地

＊令和６年９月１日から施行

＜町山村開発センター等設置管理条例の一部改正＞ 議案第２１号

〇老朽化のため神石山村センター及び豊松基幹集落センターを廃止し、支所を中心とした周辺公共施設

を集約化します。

改正 現行

名称 位置 名称 位置

油木山村開発センター 油木乙１８５７番地 油木山村開発センター 油木乙１８５７番地

三和山村開発センター 小畠２０２５番地 神石山村開発センター 福永１６３２番地

豊松山村開発センター 下豊松７６１番地

三和山村開発センター 小畠２０２５番地

＜町託児所設置管理条例の廃止＞ 議案第２２号

〇新こばたけ保育所において０歳児保育を実施するため。

＊「託児所たんぽぽ」が廃止となります。

＜工事請負契約の変更＞ 議案第２３号

変更後 変更前

工事名 次期ごみ処理対策事業

廃棄物運搬中継施設整備工事

同左

〃

工事場所 神石高原町階見１２５４番地１ 同左

請負金額 ２８８，２００，０００円 ２８８，２００，０００円

請負者 内海プラント株式会社 同左

工期 議決日の翌日～Ｒ６.５．１０日 議決日の翌日～Ｒ６.３．３１日

＊裁断機の基礎延長部を置く場所の変更.及び設置方法の変更

＜神石高原町指定管理者の指定について＞ 議案第４７～１０１号

〇概要

①指定管理者施設数  １１１件（令和５年４月１日時点）

   新指定           １件（令和５年９月定例会 くるみ保育所）

   更新なし等       ▲７件

     合計         １０５件

②令和６年３月提出案件  ５５件

  ㋐ 更新           ３９件

  ㋑ 変更           １６件

③令和５年度既決案件   

  ９月定例会          ２件 くるみ保育所（新規） 町立病院（更新）

  12 月定例会         １件 シルトピアカレッジ図書館（更新）

④更新なし等案件      ７件

＜町道の認定・変更・廃止＞ 議案第１０２～１０４

①認定 ２路線  佐々井線  荒鍔銭（父木野）

②変更 １路線  小畠通学路線（起終点変更）

③廃止 ４路線  後小倉線  酒屋奥線  市裏庄屋横線  相谷高丸線



＜町教育委員会教育長の任命の同意＞ 議案第１０５号

○神石高原町教育委員会教育長に正宗賢治氏を任命することについて同意を求められ、同意しました。

氏名 生年月日 住所 任期

政宗
まさむね

賢治
け ん じ

阿下１１７０番地
令和６年４月１日

～令和９年３月３１日

【発 議】

＜神石高原町議会会議規則の一部改正＞ 発議第１号

○会議時間の変更と変更の取り扱い規定の制定

＊議長の会議への宣告で変更可

＊議長は会議中でない場合であり緊急を要するときまた必要ある場合

会議時間の変更が可

提出者 小川 清治

賛成者 久保田龍泉

【令和６年度：一般会計予算・６特別会計予算・病院事業会計・集落排水事業会計予算：の認定】

※全会計を承認しました。

※令和６年度 挑戦の町神石高原町創造予算 １７億３５４万１千円（５年度 １３億２４９３万２千円）

◎主な新規事業と拡充事業 （単位：万円 四捨五入）

※新しい農林業

【産業課】

１）農業振興対策事業 （地域計画策定事業） 継続 ２３５万 （+６１万）

●地域計画（旧人・農地プラン）の策定 農地の将来像を描く、旧「人・農地プラン」を、町が策定すべき「地

域計画」として法定化されたことに伴い、令和 5 年度～6 年度の 2 年間、町内全域において、概ね１０年後

を見据え、地域の将来の農地利用の姿を明確化した計画を策定する。

２）農林産物販売促進施設管理運営経費 （豊松陽光の里管理運営経費） 継続 ２５０８万（+２１９３万）

●陽光の里団地内施設等の管理

①陽光の里団地内施設の維持管理 ・沈砂池ため池栓設置工事 ７４万円 ・営農指導拠点施設（公社）

排煙窓ﾜｲﾔｰ取替 ４７万円

②神石高原町野菜選果場の設備更新 ・蓋被せ梱包ライン更新 １９１３万円 ・規格変更対応２２０万円

３) 農業振興対策事業 （青年就農給付金事業） （新規就農者育成総合対策事業） 継続 １４７０万円

（△１１５５万円）

●新たに経営開始する４９歳以下の認定新規就農者に１５０万円を３年間、

初期投資に係る経費上限５００万円×２/３を支援

・新規交付予定者 ２名 ・継続交付者 ７＋１名

【青年就農給付金事業 １０２０万円】    【新規就農者育成総合対策事業 ４５０万円】



４）園芸施設整備等補助金交付事業 （園芸施設整備補助金交付事業） （園芸活性化対策補助金交付

事業） 継続 １６００万円 （△ １１７０万円）

●赤と黒のプロジェクトの推進のためのトマト・ぶどう振興対策支援事業

①園芸施設整備補助金交付事業 １０５０万円

・ﾋﾞﾆｰﾙﾊｳｽ（１/２ 上限８００万円） ・水源確保（１/２ 上限５０万円）

②園芸活性化対策補助金交付事業 ５５０万円 ・トマト苗（１/２初年度のみ） ・養液土耕（１/２ 上限８０

万円） ・ぶどう棚（１/２ 上限４００万円） ・ぶどうかん水施設（１/１０ １０万円）

５） 農林産物販売促進施設管理運営経費 （油木地域交流拠点施設管理運営経費） 新規

７０４４万円 （+６１７０万円）

●旧油木百彩館の新たな運営に向けた施設整備

①旧油木百彩館施設改修 ・設計監理業務 ２６６万円 ・施設改修工事 ４２３５万円 ・トイレ改修工事 １

３５２万円 ・付帯設備解体撤去 ２００万円

②委託料（施設利用３事業者） ・商品開発、PR 素材作成 ５５０万円

③施設備品 ・屋外用テント、机 ５６万円 ・ロッカー式自販機 １５０万円

６） 農林産物販売促進施設管理運営経費 （三和ふるさと活性化センター管理運営経費） 継続

７７３万円 （△５７９万円）

●三和ふるさと活性化センターに対する管理運営経費

道の駅さんわ１８２ステーションの管理運営（委託） ・浄化槽汚泥引取（直営） ８３万円

・EC サイト改修（直営） ６６万円

・指定管理料（R6）３００万円 ・施設修繕・備品購入補助 ２０２万円 ・３０周年事業補助（R6） ５０万円

７） 農村地域総合推進事業 （地域農業推進対策事業） 継続 ５７６万円 （+１１２万円）

●神石高原有機農業推進協議会活動補助

●みどりの食料システム戦略緊急対策交付金（有機農業産地づくり推進） 有機農業の面積拡大や学校

給食等での利用など、有機農業の生産から消費まで一貫し、農業者のみならず事業者や地域内外の住

民も巻き込んで推進する体制づくりを整備し、物流の効率化や販路の拡大等の取組みを推進する。

（３年目の取組み）

８） 有害鳥獣駆除対策事業   拡充 ６３０９万円 （+９０９万円）

（有害鳥獣駆除対策事務経費） （有害鳥獣駆除対策協議会経費） （有害鳥獣被害防止対策補助経費）

●農林産物の有害鳥獣による被害を防止するため各種施策を実施

①有害鳥獣駆除対策事務経費（９５３万円）  実施隊報酬 一社）機構負担金【拡充】 ８４４万円

②有害鳥獣駆除対策協議会経費 ４９５６万円  緊急捕獲事業費(国費事業)  捕獲奨励金（協議会事

業）  箱わな購入(国費事業) 等

③有害鳥獣被害防止対策補助経費４００万円 電気牧柵等設置補助等 わな 銃、狩猟免許取得補助等

９） 畜産経営安定化推進事業 （肉用牛経営安定化推進事業） 継続 ２４７５万円

●和牛振興対策及び神石血統牛増頭に向けた生産振興支援

・優良雌子牛保留導入奨励事業【継続】 ・肥育素牛導入保留奨励事業【継続】

・血統神石牛交配奨励事業【継続】 ・血統神石牛肥育素牛導入保留奨励事業【継続】 ・稲発酵粗飼料利

用活用推進事業【継続】 ・神石牛種雄牛造成事業（受精卵移植・雌貸付補助）【継続】

１０） 畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業 新規 １４８２万円

●地域で策定するクラスター計画に位置づけられた中心的な経営体等が行う施設整備を支援する。

【国庫補助事業・畜産クラスター事業】 実施主体：クラスター協議会 （神石高原町耕畜連携協議会）

鶏舎改築１棟 総事業費３２６０万円（うち補助金１４８２万円）

１１） ひろしまの森づくり事業 継続 ４３３２万円 （△ ７３８万円）

（環境貢献林整備事業） （里山林・環境緑化・間伐材利用対策等交付金事業）

●第 4 期「ひろしまの森づくり事業」の実施



①環境貢献林整備事業 １０７２万円 ②里山林・環境緑化・間伐材利用対策等交付金事業 ３２６０万

円  ・里山林整備 １５２３万円  ・特認事業（地域資源保全、里山防災林整備） １６９０万円

１２） 森林経営管理推進事業 継続 ５７２３万円 （+１３６２万円）

●森林環境譲与税を活用した森林整備 （継続事業）

・作業道作設・補強 （新規事業） ・重要インフラ事前伐採 ５００万円 ・林業機械導入補助 ９９０万円

・労働安全装備品購入補助 ２３２万円 ・町行造林作業道整備 １０００万円

・造林（植林）補助事業  ９００万円 （内訳）４５０，０００円*２０ha

※本町ならではの教育

【教育課】

１３） ＪＩＮ（神）プレミアム事業 小・中・高校教育支援事業 拡充 ５０１２万円 （+７４６万円）

（ＡＬＴ活動事業） （油木高校教育連携支援事業） （中・高連携教育支援事業）

●ＡＬＴ活動事業 ＡＬＴ３名 １１６７万円 ●外部指導者委託 ５００万円

●海外交流支援事業補助６４０万円 油木高校生の海外交流研修への補助   長期留学１０週間１人

１５０万円 短期留学 2 週間７人４９０万円 ●小中高生に対する検定料補助 １００万円 英語検定料

小学生・中学生・高校生受検者 全額補助 【拡充】 漢字能力検定料 小学生・中学生・高校生受検者

全額補助 【拡充】 数学能力検定料 小学生・中学生・高校生受検者 全額補助 【拡充】 建設機械運転

等講習２０，０００円*１/２補助*４０.人*２講習（小型車両系、フォークリフト）

●運休日バス運行補助 ３０万円 ●通学バス料金激変緩和補助 ５６４万円

１４） ＪＩＮ（神）プレミアム事業 神石高原町英語教育推進事業 継続 １０３５万円 （+１３９万円）

●中学生英語暗唱大会の実施や、小学生英語検定、中学生の海外交流体験を通じた英語学習の充実を

図る。 ⑴英語暗唱大会 ⑵小学生向け英語検定料補助 ⑶中学生海外交流支援事業 ⑷小中高生海

外体験事業 ⑸小中高イングリッシュデイキャンプ

１５） ＪＩＮ（神）プレミアム事業 小・中・高校教育支援事業 継続 ４３６万円 （+３６万円）

（油木高校教育連携支援事業［地域おこし協力隊経費］）

●油木高校における学習指導や公設塾活動など、教育活動全体を通じてキャリア教育を展開し、油木高

校の更なる魅力化と地方創生の促進を図るため、地域おこし協力隊制度を活用し、カリキュラム開発、神

ゼミの開設運営を支援する。 地域おこし協力隊員１名 ２４０万円

１６） 小学校一般管理経費 拡充 ２３０９万円 （+２１６５万円）

●町立小学校運営に係る経費等

①教師用教科書、教師用指導書、デジタル教科書費用

②遠距離通学を行う児童に対する自転車・ヘルメット購入補助③町産材を活用した学習机・椅子のメンテ

ナンス

１７） 小学校校舎施設管理経費 （油木小学校・三和小学校） 新規 ２２５６万円 （+４４０万円）

●大規模造成地法面調査を踏まえ、改修工事の設計を行う。①油木小学校大規模改修工事基本設計②

三和小学校通学路法面改修工事測量設計

【未来創造課】

１８） 町立体育館施設管理運営経費 （体育館管理運営経費） 継続 １億２０１万円 （+３５５３万円）

●町民の健康増進等の拠点となる屋外運動施設及び屋内体育施設の管理運営

・神石トレーニングセンター屋根改修工事 ７８４３万円

【子育て応援課】

１９） ＪＩＮ（神）プレミアム事業 神石高原町英語教育推進事業 継続 ８９万円 （+２万円）

●３歳児からの英語教育推進 保育所で英語に触れる機会の創出 講師毎月２回程度*５保育所４３万円

●英語教育推進事業補助金 どんぐり幼稚園 １５万円



２０） 保育所運営経費（本物体験事業） 新規 １８０万円

●町立保育所及び認定こども園の園児に対し、通常保育では体験や経験できない楽しい経験・特別な体

験をさせるため、新たに「本物体験事業」を実施する。 事業内容については、各所・園において計画・実

施する。 各保育所・認定こども園   ３０万円/所

※ 医療・福祉・子育てしやすさの充実

【総務課】

２１） ＪＩＮ（神）プレミアム事業 生活交通機関確保事業 拡充 ９４２１万円 （+９０５万円）

●地方バス路線維持事業 ・ICOCA 導入経費負担金３７４万円 ・中国ﾊﾞｽ運行経費補助３系統７４２万円

●町営バス等運行経費 ２系統 １３７５万円

●生活交通機関確保事業

①ふれあいタクシー事業（７５歳以上・各種手帳所持者など） ５９１０万円  ・町内普通車利用の場合、９

００円（町内医療機関利用時は６００円）を超える金額について全額公費負担

・９人乗り利用時の場合、３，０００円を超える金額について全額公費負担

②町外医療機関通院者支援事業（医療機関に通院の人に限る） ３００万円 ６，０００円まで利用者半

額負担  ６，０００円を超える場合、町が３，０００円負担、残りを利用者が負担

③運転免許証自主担返納者支援事業 １０７万円

④タクシー乗務員等者育成支援事業 乗務員確保のため免許取得（普通二種）１/２補助上限２５万円

２２）交通安全推進経費    継続 ４０５万円 （+８０万円）

●交通安全の推進 シニアカー購入助成 ７５万円  補助率１/６ 上限５万円×１５台  対象者：６５歳

以上 サポカー購入助成 ２５０万円  補助率:国基準額１/２ 上限５万円×５０台 対象者：６５歳以上

【子育て応援課】

２３） 定住促進対策事業（子育て支援策） 拡充 ２３７０万円 （△１０９万円）

●R６より保育料完全無料化   ※第２子以降の保育料無償化事業は廃止 誕生祝い金（２７人） ５４０

万円 入学祝い金（小学校４２人、中学校５６人、高校等５５人） １５３０万円 高校等卒業祝い金（６０人）

３００万円

２４） 放課後児童施設管理運営経費 拡充 ３０５４万円 （+３０５万円）

（放課後児童クラブ管理運営経費）

●保護者が昼間不在の児童に対し、放課後の遊びと生活の場を提供する。

①放課後児童健全化育成事業 ・油木館、神石館、豊松館、三和館 （公社）神石高原町シルバー人材セ

ンターへ委託 ・来見館 キャレオス株式会社へ委託

②放課後児童クラブの運営・施設修繕③DX 関連イベント教室の開催

２５） こども家庭センター経費 （児童育成支援拠点経費） 新規 ９３３万円

●養育環境に課題を抱える、家庭や学校に居場所のない児童等に対し、当該児童の居場所となる場を開

設し、児童及び家庭への支援を包括的に提供する。 図書館で実施している教育相談の拡充と生活習慣

の形成、学習サポート等を行う居場所の整備を図る。

①安全、安心な居場所の提供 ②生活習慣の形成 ③学習の支援 ④学校、支援機関等との連携関係構

築 ⑤送迎支援等

２６） 保育所運営事務経費 新規 １７６万円

●保育・教育施設向け業務支援システム（ICT 化）を５保育所へ導入 １７６万円

・登退所管理、保護者連絡、緊急通知、各種記録・計画作成支援、保護者アプリ等

【福祉課】

２７） 福祉医療経費 （町単独神石高原こども医療費負担事業） 拡充 ２２４９万円 （+９２０万円）

●小学校１年生から１８歳到達後最初の３月３１日までのこどもの医療費及び県補助対象外の乳幼児医



療費に係る自己負担分を無料とする。

２８） 障害者就労継続支援施設等通所奨励金支給事業 新規 ２３７万円

●就労継続支援施設等に通所する在宅の障害者に対し奨励金を支給する。  町内に住所を有し、町か

ら障害福祉サービス受給者証の交付を受けているもの。

支給額：通所の実日数に２５０円を乗じた額とする。上限額５，０００円/月 就労継続支援施設等通所者

（R６．１.１現在） ・就労継続支援（Ａ型、Ｂ型） ４８人 ・就労移行支援 １人

介護保険特別会計

２９） 認知症総合支援事業 継続 １４８万円 （+５５万円）

●認知症高齢者等にやさしい地域づくりに向けて、地域での生活が維持できるような支援を行う。

・認知症予防カフェ、認知症講演会の開催 ・認知症地域支援推進員による支援 ・認知症初期集中支援

チームでの検討会議の開催 ・認知症本人ミーティング、物忘れ相談プログラム

【健康衛生課】

３０） デジタル技術を活用した中山間地域の生活環境向上事業 継続 １２０３万円 （△１８４８万円）

●デジタル技術を活用した新たな予防医療による次世代ヘルスケアの実現を図る

①健康情報の管理と健康行動変容 ②マイナポータル医療保険情報 API 連携による健康スコア化

３１） 高血圧重症化予防事業（PFS） 新規 １６１７万円

●民間事業者のノウハウを活用し、早期に高血圧症の重症化予防を図る。

①高血圧対象者の事業参加推奨

②民間事業者のコンテンツ提供による高血圧症重症化予防 ③成果に伴う事業費の支払い

３２） 予防接種事業 （帯状疱疹ワクチン接種費用助成事業） 新規 １１８万円

●帯状疱疹ワクチン任意接種の費用を一部助成（令和６年度から開始）

対象者 ５０歳以上の者 助成額 生ワクチン 上限４千円×１回  不活化ワクチン 上限１万円×２回

３３） 健康増進事業 拡充 ２９３１万円 （△１５４万円）

●ピロリ菌検査・除菌助成  ３００千円

胃がん対策充実のため、中学生を対象にピロリ菌検査費と除菌治療費を助成

※多様な主体との連携による魅力の創出

【未来創造課】

３４） 協働支援センター運営経費 継続 １億１６０１万円 （+５１８万円）

●協働支援センターの運営支援 協働支援センターが自主的・主体的に取り組む地域活動を支援

財政支援  ①自治振興会運営分：２９１６万円

  ②自由財源分：４０００万円

③人件費 4 地区×４名分(センター長、事務局長、事務局次長、事務局員)４１３５万円  

④生涯学習事業分：３０４万円

⑤ふるさと納税寄附分：５０万円*８８％=４４万円

【産業課】

３５） 商工会育成支援事業 継続 ３３８７万円 （+２３３４万円）

●神石高原商工会の活動支援を行い、地域商工業者の経営支援を推進する。 ・商工会助成事業 １０７

６万円 ・人材育成事業 ６０万円 ・地域活性化事業 １０５０万円（９月～灯油購買支援補助率２５％）

・課題解決支援事業 １２００万円（燃料高騰による移動販売者支援２００万円支援含む）

３６） 観光事務事業 継続 １０１５万円 （△３７７万円）

●観光振興を図るため観光振興団体への補助・帝釈峡名勝指定１００周年記念事業の実施

・観光事業負担金 ５５６万円 ・名勝国定公園帝釈峡記念実行委員会負担金 １５０万円



・観光事業補助金（帝釈峡観光協会、観光ＰＲ事業） １００万円

・やまなみ街道看板撤去工事（老朽箇所 10 か所） １０５万円

３７） 観光団体等育成事業 継続 ３１９８万円 （+１８８万円）

●観光協会への活動補助 ３０００万円 観光啓発事業、森林セラピー、農泊事業等

●平和サロン志麻利伝承映像作成 １，９８万円

３８） 仙養ヶ原ふれあいの里管理運営経費 拡充 ６２３４万円 （+４８８９万円）

●仙養ヶ原森林公園（ティアガルテン）  新設遊具設置工事 ５０７２万円

※町内小学生の入園料無料化

※町の魅力の積極発信による認知度の向上

【政策企画課】

３９） 町紹介・ＰＲ事業 継続 １４８３万円 （+２７６万円）

●町紹介・PR 事業など情報発信・情報活用、JIN プレミアム認定制度、認定品 PR・消耗品費 １４０万円

（JIN プレ PR 等）・広告料  ５４８万円 CATV 番組（かがやき便り１２回） ７９万円 広報テレビ（広テレ

１０回） ２６４万円 広報ラジオ（RCC、FM）   １８８万円 WEB プレスリリース（５回）  １７万円・委

託料 ４０６万円（子育て定住パンフ、地域おこし協力隊、インフルエンサー施策）・負担金 大阪万博市町

負担金 １００万円・補助金 地域おこし協力隊 １５６万円

４０） 情報公開事務経費 拡充 ６０６万円 （+５５８万円）

●町ホームページのリニューアル実施 ・ホームページリニューアル関連経費 ２５５万円

・子育て支援専用サイト構築 ２９８万円

※安心が実感できる持続可能な暮らしの実現

【総務課】

４１） 職員管理経費 継続 ３３０万円 （△２２０万円）

●外部人材を活用した職員研修の実施（2 年目） コミュニケーション力、対人関係構築力、チームビルディ

ング力などを向上させる力を身に着けることにより、組織力(チーム力)を強化する。

職員研修業務（年１０回） ３３０万円

４２） 普通財産管理経費 継続 １０８４万円 （△１２１２万円）

●普通財産の管理  旧庁舎一般廃棄物処理 １２２万円  旧坂瀬川公民館解体工事設計 ２５３万円  

坂瀬川老人集会所解体工事設計 ３３万円  旧三和民俗資料館跡地測量 ２２０万円  

その他(草刈・一般測量等) ２１７万円

【油木支所町民課】

４３） 油木支所庁舎管理経費  新規 １億３９７７万円 （+１億２９７９万円）

●庁舎管理及び油木支所改修により公的団体を集約し住民サービスの向上を図る。

・支所庁舎改修工事及び支所庁舎管理   一式

【神石支所町民課】

４４） 神石支所庁舎管理経費 継続 ７１７万円 （△２５２万円）

●庁舎管理及び神石支所改修により公的団体を集約し住民サービスの向上を図る。

・神石支所改修工事（令和 6 年度実施分）

【政策企画課】

４５） 定住促進対策事業（奨学金事業）  継続 ２１０万円

●奨学金事業 奨学金を返済する者が、神石高原町に定住した場合、１年間に返済すべき奨学金の２/３

（上限１５万円）を５年間（６０ヶ月分）補助する。



【未来創造課】

４６） 情報通信基盤整備事業（ハード事業）  継続 １億４０７０万円 （△１６６０万円.）

●情報通信基盤整備事業により整備した「かがやきネット」の設備更新  

耐用年数経過等による機器トラブルを回避するため、令和４年度から計画的に全地区の機器更新を実施

している。令和６年度は、豊松 ONU の更新及び油木神石 ONU の一部の機器調達の費用を予算化。

【健康衛生課】

４７） やすらぎ苑施設経費 継続 ６７１９万円 （+２２，０２万円）

●斎場施設の適正な運営管理 ・燃料費 １５３万円 ・光熱水費 ５２２万円 ・緊急修繕 ５０万円

・施設管理委託 ２０１７万円 ・空調設備（火葬棟）、トイレブース改修工事 ３０４２万円

【建設課】

４８） 農山漁村地域整備交付金事業 （広域農道福桝川大橋改修事業） 継続

５２５０万円 （+３１５０万円）

●福桝川大橋の耐震改修工事（R5～R8） 新耐震基準に適合した橋梁に改修し、地域の幹線道路の強化

を図る 県営事業 負担金 ５２５０万円

４９） 長寿命化対策経費 (橋りょう・トンネル点検事業) 継続 １３００万円 （△１９６０万円）

●管理橋りょう・トンネルの近接目視により定期点検し、長寿命化修繕計画を策定  

橋りょう定期点検  ４０橋  トンネル定期点検  -本  調査測量設計等委託料 １３００万円

５０） 単独町費町道整備事業 （町道黒木桑木線） 継続 ５０００万円 （+１０００万円）

●町道黒木桑木線の改良（広島空港へのアクセス向上）

路線測量 L=１２００m １工区(桑木～町営グラウンド） 改良  L=１２００m W=７０m ５０００万円

５１） 宅地耐震化推進事業 （大規模盛土造成地対策事業）継続 ２４４５万円 （△１２５１万円）

●大規模盛土造成地の変動予測調査 新岡住宅団地下敷 調査測量設計等委託料 ２４４５万円

【総務課】

５２） 防災対策経費 【Ｈ30】防災訓練経費を統合 継続 １９１７万円 （+１２６６万円）

●災害に強いまちづくり  災害に対する防災力の向上、防災力、防災意識の向上（自助・共助）

・国土強靭化地域計画改定   検討委員会３回 報酬１１万円、費用弁償１１何円

・防災メール運用 ６１万円 ・web 版ハザードマップ利用料 ２０万千円 ・web 版ハザードマップデータ更

新 ６０万円 ・自主防災組織連絡協議会補助 ２０万円 ・自主防災組織補助 ３０万円

・避難体制構築事業補助 ３０万円

５３） 災害対策経費     継続 ９０９万円 （+１３６万円）

●災害時対応経費 災害時の職員人件費 ７００万円 災害時の追加物資購入（食料・水等） ７０万円

道の駅備蓄倉庫設置 １３１万円

【政策企画課】

５４） ＪＩＮ（神）プレミアム事業 地域活性化チャレンジ事業 継続 ３８９万円 （+８２万円）

●ふるさと回帰塾事業（ふるさと縁応援隊） ふるさと応援隊の結成、交流による関係人口の拡大  

関係人口創出推進事業（一般社団法人 Weave）nina ２４２万円 地域産業ツーリズム ５５万円

５５） ＪＩＮ（神）プレミアム事業 神石高原チャレンジファンド運営事業 継続 ８２０万円 （△３１４０万円）

●神石高原町地域創造チャレンジ基金の運営  財団法人への運営費補助 ８２０万円

５６） 長期総合計画等推進事業 継続 １０４１万円 （+３３９万円）

●「神石高原町第２次長期総合計画」及び「神石高原町第２期総合戦略」の策定  報酬 策定委員会 評

価（１回）・策定（４回） ３０万円  第２次長期総合計画・第２期総合戦略策定支援業務 １０１０万円



【未来創造課】

５７） 新技術活用推進事業（DX 推進事業） 継続 ７９２万円 （△１７７万円）

●地域のDXを推進するための人材確保、参入企業による地域資源を活用した取組の支援 神石高原XR

スクール運営業務 ７１１万円

５８） 地産地防推進事業    継続 １０８６万円 （△３４９８万円）

●ドローンを活用した地産地防推進事業デジタル田園都市国家構想推進交付金１/２

・広島県中山間地域生活環境向上事業１/２を活用

①次世代育成（小中高生学習体験） １００万円 ②有害鳥獣対策等実証実験 ５００万円

③大型ドローン物流実証実験 ２００万円 ④①～③に係る諸経費等 ２００万円

⑤その他 ８６万円（旅費・需用費 ２２万円・ドローン機体保険 ２２万円 災害連携援助等 ３２万円

・担い手団体補助 １０万円）

【建設課】

５９） 井関地区住宅等整備事業 継続 ３８６７万円 （+２５４８万円）

●第２定住団地（井関）の整備  ・測量試験、ボーリング、測量設計 ３８６７万円

【令和６年度当初予算会計別総括表】

Ｒ５年度 Ｒ６年度 前年度比較

当初予算額 当初予算額 増減額 増減率

120億2000 116億4500 ▲3億7500 -3.1%

9億3850 11億6800 2億2950 24.5

3億8790 4億0080 1,290 3.3%

18億6790 18億2100 ▲4690 ▲ 2.5%

保 険 事 業 勘 定 18億5100 18億0200 ▲4900 ▲ 2.6%

介護ｻｰﾋﾞｽ事業勘定 1690 1900 210 12.4%

4170 3380 ▲ 790 -18.9%

2億1780 ▲2億1780 -10000.0%

10 10 皆減

1320 ▲1320 -100.0%

34億6700 34億2370 ▲4330 ▲ 1.2%

4億9379 5億3213 3億834 7.8

資本的支出 3138 7125 3987 127.1

収益的支出 4億6241 4億6088 ▲153 ▲ 00.3%

3億0591 3億0591 0.0

資本的支出 1億0149 1億0149 0.0

収益的支出 2億0442 2億0442 00.0%

159億8079 159億0674 ▲7405 ▲ 0.5%合　　　計

特別会計計

会　計　名

一　　般　　会　　計

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険

内
訳

飲 料 水 供 設 事 業

農 業 集 落 排 水 事 業

分 収 育 林 事 業

総 合 開 発 事

病 院 事 業 会 計

集落排水事業会計

内

訳

内
訳



【令和６年度当初予算 一般会計比較表】

【令和４年度３月（Ｒ0503）補正予算 総括表】

令和5年度予算会計別総括表

単位：万円（四捨五入）

Ｒ5年度

当初予算額 令和５ 年２ 月補 正後予算 R 5年度3月補正 R 5年3月補正後予算

120億2000 131億7595 ▲4億2820 127億4775

9億3850 10億0210 6619 10億6829 医療給付▲607、交付金2600

3億8790 3億9107 ▲4157 3億4950 広域負担金▲4157

18億6790 19億2153 ▲5771 18億6381

保 険 事 業 勘 定 18億5100 19億0,536 ▲5821 18億4,715 各交付金▲5402

介護ｻｰﾋﾞｽ事業勘定 1690 1,616 50 億1,666 業務委託料　50

4170 4858 4858

2億1780 2億3359 68 2億3427 加入金10、消費税還付64

1320 1,320 ▲804 516 各委託料（設計など）▲804

34億6700 35億9811 ▲4045 35億5766

4億9379 5億1123 ▲750 5億0373

資本的支出 3138 固定資産購入▲300

収益的支出 4億6241 修繕費▲300、負担金▲150

159億8079 172億8529 ▲4億7615 168億0914

39億6079 41億0384 ▲4795 40億5589

内
訳

特別会計＋病院事業会計

一　　般　　会　　計

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

介 護 保 険

内
訳

飲 料 水 供 設 事 業

農 業 集 落 排 水 事 業

分 収 育 林 事 業

総 合 開 発 事

病 院 事 業 会 計

合　　　計

特別会計計

会　計　名



＜令和５年度３月度（令和６年３月）補正予算＞

補正予算の内容

◎事業費の確定、精算見込による減額補正が主なものです。

《主な追加補正事業》

○企業立地基金積立

  チャレンジ貸付金の償還金を基金積立する。⇒最終３０９０万円

○単独町費町道整備事業  ２６２７万円

・町道上組城江線（令和５年度分 城江から広石間の峠区間を法面側溝工事、次年度繰り越し）

《主な繰越事業予算》   総計 ６億２６０９.２万円

○庁舎管理経費（神石支所管理）  １億２７６０万円

○情報通信基盤整備事業（機器の更新）   ２３００万円

○電気ガス食料品等価額高騰重点支援事業（３分野支援金支給） １億３５８２万円

○次期ごみ処理対策事業  ８１８０万円

○地籍調査   ３６３２万円

○小規模崩壊地復旧  ２８６１万円

○商工会育成支援事業  ２０００万円

○単独町費道路整備事業（町道上組城江線）  ２６２７万円

（単位：万円）四捨五入

費目 補正予算 補正後予算 主な内容

議会費 ▲ 99 8092 職員人件費

総務費 ▲ 1億1954 26億5679
生活交通確保268、かがやきネット320、庁舎管理▲240、定住促進▲502、企業誘致促
進▲5091、源流の里▲440、総合開発特別会計操出▲804、知産地防推進▲3522

民生費 ▲ 1億0879 27億6157
高齢者福祉管理（メルシさんわ）▲213、デジタル事業成果（食育アプリ）▲581、介護保
険特別会計▲1124、後期高齢者特別会計▲3295、児童手当給付▲382、

児童扶養手当給付▲317、こばたけ保育所施設整備▲4171

衛生費 ▲ 4381 17億6788
医療従事者奨学金貸付▲240、予防接種▲1197、病院事業会計▲600、へき地診療所
経費▲400、水道広域連合企業団納付経費▲1075

農林水産費 ▲ 4523 9億9336

農業委員会▲464、農村地域総合推進▲350、有害鳥獣（報償費）250、園芸施設整備補

助交付▲1380、多面的機能支払▲528、道の駅中断広場▲1663、農業振興（新規就農）

▲1200、ひろしま農業創生▲250、農地利用促進化（トマト）▲1000、

畜産振興施設整備▲488、ため池整備220、農山地域整備▲315、地籍調査3632、

単独県費林道整備▲270

商工費 53 2億4210

土木費 ▲ 963 8億0736
住宅・建築物安全ストック形成▲756、長寿命化▲505、社会資本総合整備▲2594、単

独町費町道整備（上組城江繰越）2310、公営住宅管理700

消防費 ▲ 534 4億3650 非常備消防▲150、消防設備整備▲355

教育費 ▲ 2280 10億3533 児童生徒送迎対策▲232、小学校体育館▲448、共同調理場▲1219

災害復旧費 ▲ 1億7239 1億5312 現年農地施設復旧▲2710、現年発生道路橋梁▲1億4529

公債費 ▲ 652 12億7820 長期債元金償還▲237、同利子償還415

諸支出金 1億0632 4億9461 減債基金積立2606、かがやきネット管理基金積立5005、企業立地基金積立3090

予備費 4000

合　計 ▲ 4億2819 127億4774

（主な歳入）町税▲8045、普通交付税6574、国庫支出金▲1億8018、県支出金▲3465、

寄付金（ふるさと納税など）403、基金繰り入れ3257、繰越金1356諸収入（チャレンジ基金
貸付元利収入）3000、町債（過疎債、辺地債、合併特例債、災害復旧債、臨時対策債）

▲2億70

　　　　令和５年度３月（令和６年３月）一般会計補正予算



○消防自動車購入（三和方面隊）  ２７２６万円

○三和共同調理場給食配送車  ２２７２万円

○現年発生農地農業用施設災害補助復旧事業  ２３８６万円

合併後の予算総額（一般会計）と自主財源比率・義務的経費比率・投資的経費比率の比較表


